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外国語科の目標

中学校学習指導要領 第2章 各教科 第９節 外国語

第1 目標

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、

外国語による聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの言語活動を

通して、簡単な情報や考えなどを理解したり表現したり伝え合っ

たりするコミュニケーションを図る資質・能力を次のとおり育成す

ることを目指す。



育成を目指す資質・能力
知識及び技能
外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどを理解するとともに、これらの知識を、聞くこと、

読むこと、話すこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおいて活用できる技能を身に付けるよう
にする。

思考力、判断力、表現力等
コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的な話題について、

外国語で簡単な情報や考え方などを理解したり、これらを活用して表現したり伝え合ったりすることが
できる力を養う。

学びに向かう力、人間性等
外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主

体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

中学校学習指導要領 第2章 各教科 第９節 外国語 第１ 目標



育成を目指す資質・能力
知識及び技能
外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどを理解するとともに、これらの知識を、聞くこと、

読むこと、話すこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおいて活用できる技能を身に付けるよう
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思考力、判断力、表現力等
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外国語で簡単な情報や考え方などを理解したり、これらを活用して表現したり伝え合ったりすることが
できる力を養う。

学びに向かう力、人間性等
外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主

体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

中学校学習指導要領 第2章 各教科 第９節 外国語 第１ 目標
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外国語科の目標

中学校学習指導要領 第2章 各教科 第９節 外国語

第1 目標

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、

外国語による聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの言語活動を

通して、簡単な情報や考えなどを理解したり表現したり伝え合っ

たりするコミュニケーションを図る資質・能力を次のとおり育成す

ることを目指す。



言語活動は、「実際に英語を使用して互いの考えや気持ちを伝え合うなど」の活

動を基本とする。

『中学校学習指導要領解説外国語編』P85

言語活動を行う際は、単に繰り返し活動を行うのではなく、生徒が言語活動の

目的や言語の使用場面を意識して行うことができるよう、具体的な課題等を設

定し、その目的を達成するために、必要な言語材料を取捨選択して活用できるよ

うにすることが必要である。

『中学校学習指導要領解説外国語編』P55



「具体的な課題等」の解決に向け、実際に英語を用いた言語活動の中

で思考・判断・表現することを繰り返すことを通じて知識及び技能が習

得され、学習内容の理解が深まり、学習に対する意欲が高まるなど、三

つの資質・能力が相互に関係し合いながら育成される必要がある。

『中学校学習指導要領解説外国語編』P52



１．設定されたコミュニケーションの目的や場面、状況等を理解する

２．目的に応じて情報や意見などを発信するまでの方向性を決定し、コミュニケーションの見通しを立てる

３．目的達成のため、具体的なコミュニケーションを行う

４．言語面・内容面で自ら学習のまとめと振り返りを行う

外国語教育における学習過程

学んだことの意味付けを行ったり、既得の知識や経験と、新たに
得られた知識を言語活動で活用したりすることで、「思考力、判断
力、表現力等」を高めていくことが大切になる。

中学校学習指導要領 （平成29年告示）解説 第2章 第１節 第１ 目標（２）



生徒が英語に触れる機会を充実するとともに、授業を実際の

コミュニケーションの場面とするため、授業は英語で行うこと

を基本とする。その際、生徒の理解に応じた英語を用いるよう

にすること。

『中学校学習指導要領解説外国語編』P86



まとめ

✅ 目的・場面・状況が設定された言語活動

✅ 外国語教育における学習過程

✅ 授業における英語の使用



参考資料

・ 「個別最適な学びと協働的な学びの一体的
な充実」のためのサポートマガジン

『みるみる』
https://www.mext.go.jp/content/000356850.pdf

・ 文部科学省mextchannel
「外国語教育はこう変わる！」


